
主な内容
・９月定例会で行われた主な質疑
・一般質問
・委員会報告等
・採択された意見書
・議会の中からこんにちは・編集後記

・・・・・・・P2～3
・・・・・・・・・・・・・・・・・P5～10

・・・・・・・・・・・・・・P10～13
・・・・・・・・・・・・P14～15

・・・・・・P16

朝日ヶ丘総合公園の紅葉朝日ヶ丘総合公園の紅葉
富良野市議会だよりは古紙パルプ配合率
60%再生紙を使用しています。
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令和３年度一般会計補正予算 5 億 5454 万 9 千円を原案どおり可決
したほか、令和２年度各会計 決算認定は決算審査特別委員会へ付託
し閉会中の継続審査とする

提
出
さ
れ
た
主
な
議
案
と
質
疑

富良野市議会だより 2

令和３年第３回定例会（９月定例会）が９月7日から２２日まで の１６日間でひらかれ、各議案の審議が行われました。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

５
億
５
４
５
４
万
９
千
円
を
増
額

演
劇
工
場
管
理
運
営
事
業
費

　

２
７
４
万
５
千
円

事
業
内
容

　

演
劇
工
場
の
吊
物
機
構
用
マ
ニ
ラ

ロ
ー
プ
27
本
を
交
換
す
る
工
事
で
す
。

問　

交
換
の
理
由
と
場
所
、
交
換
は
機

構
の
全
部
か
一
部
か
。

答　

５
月
実
施
の
点
検
で
、
ロ
ー
プ

の
摩
耗
が
著
し
く
、
２
本
は
使
用
停
止

に
近
く
、
さ
ら
に
全
て
の
ロ
ー
プ
が
交

換
推
奨
期
限
を
過
ぎ
、
破
断
等
に
よ

る
事
故
等
が
起
き
る
恐
れ
が
指
摘
さ

れ
た
た
め
交
換
す
る
が
、
ワ
イ
ヤ
ー

ロ
ー
プ
、
滑
車
は
今
回
対
象
外
で
あ
る
。

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
事
業
費

　

60
万
円

事
業
内
容

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
で
す
。

問　

補
正
予
算
を
計
上
し
た
理
由
と

補
助
対
象
の
品
目
は
。

答　

当
初
予
算
分
は
、
５
月
上
旬
で

６
件
の
申
請
に
よ
り
執
行
し
、
そ
の
後

問
合
せ
等
が
あ
る
こ
と
、
10
月
の
環
境

展
後
に
申
込
み
が
例
年
あ
る
こ
と
か
ら
、

補
正
予
算
を
計
上
す
る
も
の
で
、
対
象

は
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
・
薪
ス
ト
ー
ブ
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
推
進
事
業
費

４
６
９
万
２
千
円

事
業
内
容

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
と
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
交

通
弱
者
に
対
す
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

の
実
証
事
業
（
４
５
１
万
円
）
と
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
に
よ
る
高
齢
者
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
実
証
事
業
（
18
万
２
千
円
）
を

行
う
も
の
で
す
。

問　

ウ
ィ
ラ
ー
株
式
会
社
と
覚
書
の

締
結
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
事
業
と
伺
っ

て
い
る
が
、
事
業
の
内
容
と
、
民
業
圧

迫
に
は
な
ら
な
い
か
。

答　

電
話
や
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
に
よ
り
、

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
呼
ぶ
と
、
Ａ
Ｉ

で
経
路
を
算
出
し
、
最
適
な
配
車
や
運

行
を
行
い
、
安
心
し
て
移
動
で
き
る
交

通
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
運
行
エ
リ
ア
は

駅
を
中
心
に
１
・
５
㎞
を
想
定
、
市
民

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
、
約
１
カ
月
の
実
証

実
験
で
、
シ
ス
テ
ム
構
築
の
経
費
を
計

上
し
て
い
る
。
対
象
者
は
、
こ
れ
ま
で

交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
な
か
っ
た
交

通
弱
者
と
し
て
お
り
、
民
業
を
圧
迫
し

な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

デ
マ
ン
ド
交
通
は
小
規
模
自
治

体
で
は
難
し
い
と
聞
く
が
先
行
事
例
は
。

答　

京
丹
後
市
で
運
用
し
て
お
り
、

２
０
０
人
程
度
の
会
員
が
集
ま
れ
ば
採

算
ベ
ー
ス
に
な
る
試
算
が
さ
れ
て
い
る
。

問　

高
齢
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
実

証
事
業
の
内
容
と
、
開
始
時
期
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
の
扱
い
方
の
フ
ォ
ロ
ー
は
。

答　

高
齢
者
20
人
に
対
し
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
貸
与
に
よ
る
見
守
り
と
、
新

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
実
証
事
業
を
11
月

か
ら
２
カ
月
間
行
う
。
ネ
ッ
ト
回
線
が

無
い
方
の
た
め
の
機
器
や
通
信
費
な
ど

の
費
用
を
計
上
し
て
い
る
。
利
用
者
の

フ
ォ
ロ
ー
は
、
市
を
は
じ
め
、
端
末
提

供
事
業
者
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
推
進
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
予
定
し
て
い
る
。

文
化
会
館
維
持
管
理
費　

 

51
万
５
千
円

事
業
内
容

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
共
施
設

の
予
約
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
た
め
の

委
託
を
行
う
も
の
で
す
。

問　

事
業
内
容
と
導
入
時
期
は
。
計

上
以
外
の
費
用
は
か
か
る
か
。
運
用
コ

ス
ト
は
か
か
る
の
か
。

答　

施
設
予
約
や
申
込
、
空
室
情
報

の
確
認
が
ネ
ッ
ト
で
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
初
期
導
入
費
用
で
あ
る
。
時

期
は
、
試
行
運
用
を
含
め
来
年
４
月
か

ら
、
開
始
し
、
運
用
コ
ス
ト
は
一
定

程
度
か
か
る
の
で
、

今
後
予
算
計
上
し

た
い
。

９
月
定
例
会



9 月
定例会

令和３年度一般会計補正予算 5 億 5454 万 9 千円を原案どおり可決
したほか、令和２年度各会計 決算認定は決算審査特別委員会へ付託
し閉会中の継続審査とする
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令和３年第３回定例会（９月定例会）が９月7日から２２日まで の１６日間でひらかれ、各議案の審議が行われました。

ア
ニ
メ
コ
ン
テ
ン
ツ
活
用
誘
客
促
進
事

業
費　

３
３
０
０
万
円

事
業
内
容

　

ア
ニ
メ
「
邪
神
ち
ゃ
ん
ド
ロ
ッ
プ

キ
ッ
ク
Ｘ
」
と
の
コ
ラ
ボ
で
、
本
市
を

舞
台
と
し
た
特
別
編
の
制
作
を
委
託
し
、

国
内
外
の
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
等
に
情
報
を

発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
流
人
口
の

増
加
を
図
る
も
の
で
す
。
財
源
は
、
ふ

る
さ
と
納
税
（
基
金
）
と
し
て
い
ま
す
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
募
集
期
限
を

10
月
末
に
延
長
し
た
理
由
、
内
容
、
目

標
金
額
を
３
８
１
０
万
円
と
予
算
計
上

の
違
い
、
現
状
の
納
税
状
況
は
。

答　

昨
年
10
月
に
開
始
し
12
月
に
達

成
と
考
え
て
い
た
が
、
数
度
の
期
限
延

長
を
行
っ
て
き
た
。
目
標
金
額
は
ア
ニ

メ
内
の
用
語
と
の
語
呂
合
せ
に
よ
る
差

別
化
を
し
た
。
現
状
で
は
３
千
万
円
を

超
え
、
期
限
ま
で
に
事
業
費
相
当
の
達

成
が
見
込
め
る
た
め
、
予
算
計
上
し
た
。

問　

こ
の
事
業
の
経
緯
と
目
標
金
額

に
達
し
た
後
に
予
算
計
上
す
べ
き
で
は
、

未
達
の
ま
ま
計
上
す
る
こ
と
の
考
え
は
。

答　

経
緯
は
、
昨
年
７
月
に
ふ
る
さ

と
納
税
と
ア
ニ
メ
制
作
の
提
案
を
本
市

ほ
か
２
市
が
受
け
た
。
先
行
例
で
は
、

目
標
額
に
対
し
１
億
８
千
万
円
の
実
績
。

本
市
に
特
化
し
た
ア
ニ
メ
制
作
に
よ
り
、

ほ
か
２
市
と
も
連
携
が
図
ら
れ
、
テ
レ

ビ
に
限
ら
ず
動
画
配
信
サ
イ
ト
で
国
内

外
に
配
信
さ
れ
て
お
り
、
中
国
に
も
配

信
さ
れ
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　

制
作
経
費
は
目
標
金
額
と
関
係
な
く

税
込
３
３
０
０
万
円
で
あ
り
、
現
時
点

で
は
未
達
で
あ
る
が
、
今
後
の
推
移
か

ら
、
予
算
計
上
分
は
達
成
で
き
る
と
確

信
し
、
提
案
し
て
い
る
。

問　

案
内
で
は
、
目
標
金
額
を
達
成

し
た
と
き
に
制
作
す
る
と
し
て
い
る
が
。

答　

既
に
ご
寄
付
を
さ
れ
た
方
の
意

思
を
尊
重
す
る
こ
と
と
、
制
作
の
判
断

時
期
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
１
年

間
の
実
績
か
ら
、
残
り
３
０
０
万
円
は

達
成
で
き
、
制
作
を
判
断
し
た
。

問　

募
集
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ
は
ど
う
で

あ
っ
た
か
。

答　

来
年
の
放
送
の
Ｐ
Ｒ
に
合
せ
、

市
長
は
じ
め
職
員
に
よ
る
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
も
実
施
し
て
い
る
。

　議会報告会は市内 15 会場で開催してきまし
たが今年は新型コロナウイルス感染のリバウン
ドを防ぐため、You Tube 配信で行います。

（詳しくは、後日、議会ウェブサイトでお知らせ
します。）

今年の議会報告会は Y
ユ ー

ou T
チ ュ ー ブ

ube で行います

９
月
定
例
会
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議案番号 事　　　　件　　　　名 議決月日 議決結果

議 案 第  １ 号 令和３年度富良野市一般会計補正予算(第６号) 9 月 2 2 日 原 案 可 決

議 案 第  ２ 号 令和３年度富良野市国民健康保険特別会計補正予算(第２号) 9 月 2 2 日 原 案 可 決

議 案 第  ３ 号 令和３年度富良野市介護保険特別会計補正予算(第２号) 9 月 2 2 日 原 案 可 決

議 案 第  ４ 号 富良野市財政調整基金の処分について 9 月 2 2 日 原 案 可 決

議 案 第  ５ 号 富良野市過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の適用に伴う固定資産税
の特例に関する条例の制定について 9 月 2 2 日 原 案 可 決

議 案 第  ６ 号 富良野市文化芸術振興条例検討委員会設置条例の制定について 9 月 2 2 日 原 案 可 決

議 案 第  ７ 号 富良野市公共下水道事業に地方公営企業法の全部を適用することに伴う関係条例の
整理に関する条例の制定について 9 月 2 2 日 原 案 可 決

議 案 第  ８ 号 富良野市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について 9 月 2 2 日 原 案 可 決

議 案 第  ９ 号 富良野文化会館設置条例の一部改正について 9 月 2 2 日 原 案 可 決

議 案 第 1 0 号 富良野市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部改正について 9 月 2 2 日 原 案 可 決

議 案 第 1 1 号 富良野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例の
一部改正について 9 月 2 2 日 原 案 可 決

議 案 第 1 2 号 富良野市過疎地域持続的発展市町村計画の策定について 9 月 2 2 日 原 案 可 決

議 案 第 1 3 号 富良野小学校長寿命化改修工事請負契約の変更締結について 9 月 2 2 日 原 案 可 決

議 案 第 1 4 号 富良野市表彰条例に基づく表彰について 9 月 　 7 日 原 案 同 意

議 案 第 1 5 号 富良野市公平委員会委員の選任について 9 月 　 7 日 選 任 同 意

議 案 第 1 6 号 富良野市議会委員会条例の一部改正について 9 月 2 2 日 原 案 可 決

議 案 第 1 7 号 富良野市議会会議規則の一部改正について 9 月 2 2 日 原 案 可 決

議 案 第 1 8 号 議員の派遣について 9 月 2 2 日 原 案 可 決

報 告 第  １ 号 令和２年度健全化判断比率について 9 月 　 7 日 報 告 済

報 告 第  ２ 号 令和２年度資金不足比率について 9 月 　 7 日 報 告 済

報 告 第  ３ 号 株式会社富良野振興公社の経営状況について 9 月 　 7 日 報 告 済

報 告 第  ４ 号 株式会社ふらの農産公社の経営状況について 9 月 　 7 日 報 告 済

報 告 第  ５ 号 一般財団法人富良野市農業担い手育成機構の経営状況について 9 月 　 7 日 報 告 済

報 告 第  ６ 号 株式会社空知川ゴルフ公社の経営状況について 9 月 　 7 日 報 告 済

認 定 第  １ 号 令和２年度富良野市一般会計歳入歳出決算の認定について 9 月 　 7 日
特別委員会設置

継 続 調 査

認 定 第  ２ 号 令和２年度富良野市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 9 月 　 7 日
特別委員会設置

継 続 調 査

認 定 第  ３ 号 令和２年度富良野市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 9 月 　 7 日
特別委員会設置

継 続 調 査

認 定 第  ４ 号 令和２年度富良野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 9 月 　 7 日
特別委員会設置

継 続 調 査

認 定 第  ５ 号 令和２年度富良野市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 9 月 　 7 日
特別委員会設置

継 続 調 査

認 定 第  ６ 号 令和２年度富良野市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 9 月 　 7 日
特別委員会設置

継 続 調 査

認 定 第  ７ 号 令和２年度富良野市水道事業会計決算の認定について 9 月 　 7 日
特別委員会設置

継 続 調 査

認 定 第  ８ 号 令和２年度富良野市ワイン事業会計決算の認定について 9 月 　 7 日
特別委員会設置

継 続 調 査

意見案第１号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書 9 月 2 2 日 原 案 可 決

意見案第２号 国土強靭化に資する道路の整備等に関する意見書 9 月 2 2 日 原 案 可 決

意見案第３号 北海道立学校に生理用品を無償設置することを求める意見書 9 月 2 2 日 原 案 可 決

意見案第４号 義務教育費国庫負担制度堅持・負担率 1/2 への復元、「30 人以下学級」など教育
予算確保・拡充と就学保障の実現に向けた意見書 9 月 2 2 日 原 案 可 決

意見案第５号 コロナ禍における農畜産物の消費拡大及び高温・干ばつによる農作物被害対策を求める意見書 9 月 2 2 日 原 案 可 決

意見案第６号 選択的夫婦別姓制度の議論の活性化を求める意見書 9 月 2 2 日 原 案 可 決
その他会議に
付 し た 事 件

発議　議員の派遣について 9 月 2 2 日 決 定

議会運営委員会報告（議運調査第 2 号） 9 月 2 2 日 調 査 済

所管事項に関する委員会報告

・事務調査報告（総務文教） 9 月 　 7 日 報 告 済

・事務調査報告（市民福祉） 9 月 　 7 日 報 告 済

・事務調査報告（経済建設） 9 月 　 7 日 報 告 済

監査委員報告

・例月出納検査結果報告 ( 令和２年度１月分～４月分、令和３年度４月分） 9 月 　 7 日 報告済４件

令和２年度富良野市教育行政評価報告 9 月 　 7 日 報 告 済

閉会中の所管事務調査について ( 総務文教・市民福祉・経済建設 ) 9 月 2 2 日 許 可 ３ 件

令和３年　第３回　富良野市議会定例会　議決結果表
令和３年９月７日～９月22日（16日間）

議
決
結
果
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一般質問
ここが聞きたい！

令和３年第３回定例会において 10 人の議員が一般質問を行いました。
文責は、質問者にあるものとして、質問・答弁の要旨を掲載しております。

なお、議員顔写真は質問中ではなく、別途撮影した写真です。

富良野市議会の YouTube チャンネルでは、議案質疑や
一般質問など、本会議のすべてを視聴できます。
左のＱＲコードを読み込むとサイトに接続できます。

質問者が収録されている動画のタイトル、動画上で質問が開始される時間は下記のとおりです。

・富良野市議会 議会中継 ( 令和 3 年 9 月14 日 )
本間　敏行　議員 1分 28 秒 ごろ
渋谷　正文　議員 20 分 00 秒 ごろ
水間　健太　議員 1時間 7分 8 秒 ごろ
宮田　　均　議員 1時間 39 分 26 秒 ごろ
松下寿美枝　議員 2時間 27分 37 秒 ごろ

・富良野市議会 議会中継 ( 令和 3 年 9 月15 日 )
大西三奈子　議員 55 秒 ごろ
後藤英知夫　議員 43分 18 秒 ごろ
関野　常勝　議員 1時間 2分 17 秒 ごろ
天日　公子　議員 1時間 30 分 3 秒 ごろ
大栗　民江　議員 1時間 55 分 22 秒 ごろ

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
つ
い
て

問

妊
婦
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
及

び
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
は
。

答

本
市
で
は
、
妊
娠
届
の
際
に
、
妊

婦
用
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
家
族
を
含
め

た
接
種
勧
奨
を
行
い
、
さ
ら
に
、
妊
婦

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
優
先
枠
を
設
け
、

電
話
や
文
書
に
よ
る
接
種
勧
奨
も
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
里
帰
り
妊
婦
に
つ
い

て
、
本
市
へ
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、

市
民
同
様
に
優
先
接
種
の
対
象
と
し
て

い
る
。

問

妊
婦
が
感
染
し
た
場
合
の
対
応
は
。

答

地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
で
あ
る
富
良

野
協
会
病
院
に
は
、
産
婦
人
科
の
診
療

体
制
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
入
院
対
応

な
ど
受
け
入
れ
可
能
な
状
況
で
あ
る
。

な
お
、
重
症
の
場
合
は
、
旭
川
市
内
の

医
療
機
関
へ
緊
急
搬
送
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

い
じ
め
対
応
に
つ
い
て

問

教
育
委
員
会
と
学
校
の
対
応
は
。

答

学
校
は
「
学
校
い
じ
め
防
止
基
本

方
針
」
に
基
づ
き
、「
学
校
い
じ
め
対

策
組
織
」
を
設
置
し
、
未
然
防
止
・
早

期
発
見
・
早
期
対
応
に
向
け
、
日
常
的

な
児
童
生
徒
の
観
察
、
定
期
的
な
面
談

に
よ
り
、
些
細
な
兆
候
や
い
じ
め
の
疑

い
が
あ
る
行
為
に
つ
い
て
、
早
い
段
階

か
ら
情
報
共
有
、
組
織
的
な
対
応
を
し

て
い
る
。
ま
た
重
大
事
態
が
発
生
し
た

場
合
、
学
校
は
直
ち
に
教
育
委
員
会
に

報
告
、
教
育
委
員
会
は
市
長
及
び
道
教

委
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
方
針
に
基

づ
き
、
速
や
か
に
審
議
会
に
お
い
て
調

査
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
被
害
者
及
び

保
護
者
に
対
し
、
事
実
関
係
必
要
な
情

報
提
供
を
迅
速
に
行
い
信
頼
関
係
の
保

持
に
努
め
る
。
ま
た
調
査
結
果
は
市
長

に
報
告
し
、
加
え
て
文
科
省
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
参
考
に
、
再
発
防
止
に
向
け

取
り
扱
う
こ
と
を
検
討
す
る
。

妊
婦
に
対
す
る
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
対
策
の
徹
底
を

本
間　

敏
行

〔
ふ
ら
の
未
来
の
会
〕

一
般
質
問
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Ｊ
Ｒ
根
室
線
の
存
続
協
議
の
進
捗
に
つ

い
て

問

富
良
野
～
新
得
間
を
存
続
す
る
と

判
断
す
る
際
に
必
要
な
条
件
に
つ
い
て
、

本
市
の
考
え
は
。

答

北
海
道
が
富
良
野
～
新
得
間
を
将

来
的
な
道
内
の
鉄
路
の
体
系
に
位
置
付

け
る
こ
と
で
、
支
援
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
、
本
路
線
が
災
害
時

の
代
替
ル
ー
ト
や
道
北
と
道
東
を
結
ぶ

新
た
な
観
光
ル
ー
ト
と
し
て
の
可
能
性

が
見
出
さ
れ
、
且
つ
、
年
間
10
・
９
億

円
の
維
持
経
費
を
北
海
道
を
含
め
た
関

係
者
間
で
負
担
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
場
合
、
存
続
の
協
議
を
行
う
こ

と
と
考
え
て
い
る
。

問

国
や
北
海
道
に
対
し
、
市
町
村
を

跨
い
だ
広
域
的
な
最
適
化
を
図
る
計

画
・
取
組
・
支
援
に
つ
い
て
求
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答

本
年
の
根
室
本
線
対
策
協
議
会
総

会
に
お
い
て
国
土
交
通
省
北
海
道
運
輸

局
か
ら
、
改
め
て
国
は
赤
線
区
の
支
援

は
行
わ
な
い
と
す
る
一
方
、
地
域
公
共

交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
バ
ス
事
業
へ

支
援
す
る
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
こ
と
を
示

唆
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
北
海
道
は
、

平
成
30
年
策
定
の
北
海
道
交
通
総
合
政

策
指
針
で
、
富
良
野
～
新
得
間
に
つ
い

て
、
災
害
時
の
代
替
ル
ー
ト
や
観
光
の

可
能
性
を
考
慮
し
な
が
ら
も
鉄
道
以
外

に
つ
い
て
の
検
討
を
示
し
て
い
る
。
な

お
、
北
海
道
は
本
年
度
か
ら
市
町
村
を

跨
ぐ
広
域
的
な
交
通
計
画
と
し
て
道
内

を
複
数
の
地
域
に
分
け
た
地
域
公
共
交

通
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。
本
市

域
は
、
上
川
管
内
計
画
の
上
川
南
部
地

域
と
し
て
交
通
体
系
が
盛
り
込
ま
れ
る

予
定
で
あ
る
。
住
民
の
利
便
性
と
持
続

可
能
な
公
共
交
通
の
確
保
に
つ
い
て
、

今
後
も
意
見
交
換
し
て
い
く
。

問

Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら
は
協
議
の
期
限

は
示
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答

期
限
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
期
限

を
区
切
る
こ
と
な
く
協
議
す
る
。

富
良
野
～
新
得
間
に
お
け
る

本
市
の
基
本
的
な
考
え
方
は

渋
谷　

正
文

〔
ふ
ら
の
未
来
の
会
〕

企
業
誘
致
の
促
進
に
つ
い
て

問

食
品
飲
料
加
工
製
造
業
な
ど
第
２

次
産
業
に
該
当
す
る
企
業
の
誘
致
は
、

本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
、
そ
の

施
設
は
観
光
資
源
と
し
て
の
誘
客
を
見

込
め
る
可
能
性
も
秘
め
て
い
る
こ
と
か

ら
、
積
極
的
に
す
る
べ
き
と
考
え
る
が

見
解
は
。

答

農
畜
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
、

生
産
者
の
経
営
安
定
に
資
す
る
と
と
も

に
新
た
な
雇
用
の
創
出
な
ど
に
よ
り
地

域
活
性
化
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
本
市
は
第
２
次
産
業
が
少

な
い
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
誘
致
を
進

め
て
い
く
。

問

企
業
誘
致
に
あ
た
り
支
援
制
度
を

充
実
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答

既
存
の
制
度
に
加
え
、
国
や
道
の

諸
制
度
の
活
用
な
ど
、
進
出
企
業
の
事

業
内
容
に
応
じ
た
支
援
体
制
の
整
備
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

新
過
疎
法
の
制
定
に
伴
う
財
政
運
営
上

の
影
響
に
つ
い
て

問

新
過
疎
法
の
制
定
に
伴
い
、
過
疎

地
域
か
ら
は
ず
れ「
卒
業
団
体
」と
な
っ

た
が
経
過
措
置
の
内
容
は
。

答

令
和
３
年
度
か
ら
９
年
度
ま
で
の

７
年
間
、
引
き
続
き
過
疎
対
策
事
業
債

の
活
用
が
可
能
と
な
り
、
過
去
５
年
間

の
う
ち
起
債
発
行
額
の
大
き
い
３
か
年

平
均
額
の
６
０
０
％
の
範
囲
で
発
行
可

能
と
な
り
、
発
行
額
の
７
割
が
交
付
税

措
置
さ
れ
る
。
過
疎
債
の
他
に
も
、
国

庫
補
助
率
の
嵩
上
げ
も
引
き
続
き
適
用

さ
れ
る
。

問

本
市
財
政
に
重
大
な
影
響
は
な
い

と
考
え
て
良
い
か
。

答

新
過
疎
法
に
お
い
て
は
卒
業
団
体

に
対
し
手
厚
い
経
過
措
置
が
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
財
政
運
営
に
支

障
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

新
庁
舎
に
お
け
る
防
犯
体
制
に
つ
い
て

第
２
次
産
業
の
積
極
的
な

企
業
誘
致
を

水
間　

健
太

〔
ふ
ら
の
令
和
の
会
〕

ＪＲ根室線山部駅構内

企業立地ガイド

一
般
質
問
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太
陽
の
里
キ
ャ
ン
プ
場
の
施
設
改
修
と

有
料
化
に
つ
い
て

問

キ
ャ
ン
プ
場
内
の
ト
イ
レ
の
位
置

は
自
然
景
観
に
も
そ
ぐ
わ
ず
、
便
器
の

数
も
少
な
い
。
改
築
が
必
要
と
考
え
る

が
見
解
は
。

答

ト
イ
レ
の
位
置
や
規
模
と
合
わ
せ

て
、
指
定
管
理
者
や
利
用
者
の
声
を
聞

き
、
改
修
の
是
非
を
検
討
す
る
。

問

ゴ
ミ
の
分
別
や
管
理
棟
、
橋
や
柵

等
の
老
朽
化
、
熊
出
没
等
に
対
す
る
安

全
対
策
か
ら
も
有
料
化
の
考
え
は
。

答

指
定
管
理
者
、
市
民
団
体
の
意
見

を
聞
き
、
有
料
化
の
協
議
を
重
ね
る
。

橋
や
柵
等
の
老
朽
化
、
熊
出
没
な
ど
安

全
対
策
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
増
収
対
策
に
つ
い
て

問

中
富
良
野
町
約
２
億
円
、
上
富
良

野
町
約
３
億
円
に
対
し
、
本
市
は
約

９
千
５
百
万
円
と
少
な
い
現
状
を
ど
う

捉
え
、
取
り
組
み
を
進
め
る
の
か
。

答

返
礼
品
の
種
類
が
少
な
く
、
欠
品

も
多
く
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
数
が
少
な

か
っ
た
。
今
後
は
、
返
礼
品
の
提
供
業

者
の
幅
広
い
募
集
と
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
追
加
を
考
え
て
い
る
。

問

邪
神
ち
ゃ
ん
を
知
ら
な
い
市
民
が

多
く
、
富
良
野
の
イ
メ
ー
ジ
に
そ
ぐ
わ

な
い
。
邪
神
ち
ゃ
ん
へ
の
取
り
組
み
の

考
え
方
と
方
向
性
は
。

答

海
外
各
国
へ
富
良
野
の
知
名
度

ア
ッ
プ
に
よ
り
観
光
振
興
に
つ
な
が
る
。

千
歳
市
の
成
功
事
例
を
踏
ま
え
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
展
開
に
も
繋
が
る
。

ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
祭
り
の
今
後
の
開
催
場

所
を
含
め
た
あ
り
方
に
つ
い
て

問

会
場
を
清
水
山
に
移
し
、
生
産
者

の
誇
り
も
育
む
祭
り
に
す
べ
き
で
は
。

答

来
年
、
ワ
イ
ン
事
業
50
周
年
の
節

目
で
あ
り
、
生
産
者
の
誇
り
に
繋
が
る

祭
り
と
す
る
た
め
に
も
、
検
討
す
べ
き

時
期
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

太
陽
の
里
キ
ャ
ン
プ
場
の

充
実
と
有
料
化
を

宮
田　

均

〔
無
会
派
〕

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
現
場
の
課
題

に
つ
い
て

問

今
年
の
夏
は
真
夏
日
が
続
い
た
。

子
供
た
ち
は
マ
ス
ク
の
着
用
も
あ
り
、

学
校
現
場
や
保
護
者
か
ら
は
子
ど
も
達

の
体
調
を
心
配
す
る
声
が
聞
か
れ
た
。

現
在
は
一
部
の
学
校
で
エ
ア
コ
ン
導
入

が
進
ん
で
い
る
が
、
全
て
の
学
校
に
早

急
に
エ
ア
コ
ン
設
置
が
必
要
と
考
え
る
。

小
中
学
校
の
暑
さ
対
策
に
つ
い
て
見
解

は
。

答

こ
れ
ま
で
は
、
各
学
校
へ
網
戸
の

設
置
や
扇
風
機
の
導
入
、
保
健
室
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
を
行
う
と
と
も
に
、
水

筒
持
参
等
熱
中
症
対
策
に
努
め
て
き
た
。

　

今
後
の
エ
ア
コ
ン
導
入
に
つ
い
て
は
、

学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
改

修
工
事
の
中
で
進
め
て
い
く
。
な
お
子

ど
も
た
ち
の
健
康
と
命
を
守
る
た
め
、

喫
緊
に
お
け
る
暑
さ
対
策
と
し
て
大
型

冷
風
扇
な
ど
の
導
入
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
く
。

学
童
保
育
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
機
能
拡

大
に
つ
い
て

問

 
「
富
良
野
市
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
置
及
び
運
営
の
基
準
に
関

す
る
条
例
」
の
基
準
を
満
た
し
た
運
営

が
で
き
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
現
場
か

ら
は
「
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
必
要
と

の
声
も
聞
か
れ
る
。
策
定
に
向
け
て
の

考
え
は
。

答

現
在
５
館
の
学
童
を
設
置
し
、
職

員
の
配
置
も
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

学
童
が
地
域
会
館
と
一
体
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
地
域
専
用
ス
ペ
ー
ス
部
分
も

解
放
い
た
だ
き
、
よ
り
広
い
ス
ペ
ー
ス

で
運
営
で
き
て
い
る
が
、
条
例
に
あ
る

静
養
室
と
し
て
の
場
所
の
確
保
は
で
き

て
い
な
い
。「
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に

関
し
て
は
、
児
童
厚
生
員
、
補
助
員
と

の
協
議
も
行
い
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

<

そ
の
他
の
質
問>

富
良
野
市
教
育
委
振
興
基
本
計
画
に
お

け
る
読
書
の
推
進
に
つ
い
て

子
ど
も
達
を
健
や
か
に
育

む
環
境
作
り
を

松
下　

寿
美
枝

〔
市
民
連
合
議
員
会
〕

早期の改修が求められるキャンプ場

市内の学童保育センター

一
般
質
問
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ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
未
来
へ
の
原
資

（
自
主
財
源
）
を
確
保
す
る
た
め
の
仕

組
み
の
強
化
に
つ
い
て

問

寄
付
額
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
地
場
産
Ｐ
Ｒ
や
返
礼
品
拡
大

な
ど
富
良
野
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め

に
仕
組
み
を
考
え
直
す
時
期
と
考
え
る
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
の
評
価
と
課
題
は
。

答

寄
付
額
の
推
移
は
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
一
定
の
評
価
を
し
て
い
る
。

し
か
し
、
返
礼
品
は
一
部
に
留
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
提
供
事
業
者
・
返
礼

品
の
拡
大
と
、
適
切
な
在
庫
管
理
、
観

光
・
体
験
・
宿
泊
・
定
期
便
・
ポ
イ
ン

ト
制
の
導
入
な
ど
、
地
域
資
源
を
最
大

限
活
用
す
る
こ
と
で
、
寄
付
額
が
大
き

く
伸
び
る
要
素
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
は
じ
め
、
情

報
発
信
不
足
に
つ
い
て
も
課
題
と
し
て

捉
え
て
い
る
。

問

域
内
循
環
を
高
め
る
こ
と
は
、
市

内
経
済
の
活
性
化
に
繋
が
る
こ
と
か
ら

重
要
と
考
え
る
。
戦
略
的
な
目
標
設
定

の
考
え
は
。

答

積
極
的
に
事
業
者
と
関
わ
っ
て
い

く
こ
と
は
大
切
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
ま
ず
は
中
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
な
が
ら
体
制
を
整
え
、
将
来

的
に
は
域
内
循
環
に
つ
い
て
も
他
市
の

事
例
も
含
め
て
検
討
す
る
。

問

寄
付
額
の
増
額
の
み
な
ら
ず
、
関

係
人
口
の
創
出
や
、
生
産
者
と
の
信
頼

関
係
の
構
築
を
目
指
す
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
る
。
事
業
の
推
進
に
あ
た

り
専
任
職
員
を
配
置
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答

地
場
産
の
育
成
と
地
域
活
性
化
の

た
め
、
事
業
者
・
生
産
者
と
積
極
的
に

関
わ
る
こ
と
が
必
要
で
、
関
係
人
口
の

創
出
や
将
来
へ
の
移
住
・
定
住
に
繋
げ

て
い
く
た
め
、
本
市
と
寄
付
者
の
継
続

的
な
関
係
性
の
構
築
が
重
要
と
認
識
し

て
い
る
。
今
後
、
業
務
量
の
精
査
や
他

自
治
体
を
参
考
に
推
進
体
制
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
自
主
財
源
の
確

保
に
向
け
て
専
任
職
員
の
配
置
を

大
西　

三
奈
子

〔
ふ
ら
の
未
来
の
会
〕

へ
き
地
保
育
所
の
現
状
と
在
り
方
に
つ

い
て

問

保
護
者
・
地
域
と
の
検
討
・
協
議

の
進
捗
状
況
は
。

答

保
育
児
童
の
減
少
が
進
み
現
状
の

ま
ま
の
幼
児
教
育
・
保
育
を
維
持
す
る

こ
と
が
非
常
に
困
難
な
状
況
に
な
っ
た

場
合
を
見
据
え
、
保
育
形
態
や
保
育
場

所
な
ど
、
具
体
案
を
提
示
し
な
が
ら
検

討
・
協
議
を
進
め
て
い
く
。

問

３
か
所
の
保
育
所
（
山
部
・
東
山
・

お
お
ぞ
ら
）
個
別
に
対
応
し
て
い
く
の

か
。
別
々
の
結
論
も
あ
り
得
る
の
か
。

答

地
域
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、
個
別

に
対
応
し
て
い
く
。
地
域
と
十
分
な
話

し
合
い
を
重
ね
て
い
き
、
結
果
と
し
て

は
違
っ
た
対
応
も
あ
り
得
る
。

問

へ
き
地
保
育
所
の
今
後
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
一
定
の
方
向
性
を
出
す
時

期
的
な
目
途
は
。

答

保
育
児
童
数
の
推
移
を
見
な
が
ら
、

地
域
に
対
し
て
、
意
見
を
聞
き
な
が
ら

丁
寧
な
説
明
を
行
っ
て
い
く
。
期
限
は

設
け
て
い
な
い
。

問

へ
き
地
保
育
所
の
今
後
の
在
り
方

を
ど
の
様
に
見
据
え
て
い
る
の
か
。

答

保
育
児
童
数
が
５
人
程
度
ま
で
減

少
し
た
へ
き
地
保
育
所
に
つ
い
て
は
、

保
育
形
態
の
見
直
し
に
よ
り
、
地
域
に

子
ど
も
を
預
け
る
場
所
を
確
保
す
る
こ

と
を
念
頭
に
置
い
て
い
く
。

問

地
域
に
と
っ
て
、
へ
き
地
保
育
所

は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
、
統
合
や
廃
止

も
視
野
に
入
れ
て
、
今
後
保
護
者
や
地

域
と
協
議
を
進
め
て
い
く
の
か
。

答

へ
き
地
保
育
所
は
農
村
地
域
に
あ

り
、
統
合
や
廃
止
の
場
合
、
地
域
的
な

繋
が
り
や
時
間
的
な
制
約
も
あ
り
、
統

廃
合
は
考
え
て
い
な
い
。

　

人
数
が
減
っ
て
運
営
が
厳
し
く
な
っ

た
場
合
、
最
低
限
、
預
か
り
の
場
所
を

確
保
し
て
い
く
。

へ
き
地
に
お
け
る
預
か
り

の
場
の
確
保
を

後
藤　

英
知
夫

〔
ふ
ら
の
令
和
の
会
〕

頑張れ！ふるさと納税（自主財源確保）

へき地保育所のひとつ～あおぞら保育所

一
般
質
問
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介
護
人
材
の
確
保
対
策
に
つ
い
て

問

本
年
度
か
ら
「
外
国
人
介
護
福
祉

人
材
育
成
支
援
協
議
会
（
以
下
協
議

会
）」
の
正
会
員
と
な
っ
た
が
、
取
組

の
進
捗
・
介
護
福
祉
人
材
確
保
の
状
況

は
。

答

市
内
事
業
所
か
ら
人
材
受
け
入
れ

の
要
望
を
受
け
、
協
議
会
と
の
調
整
行

い
、
令
和
５
年
度
に
外
国
人
１
名
の
受

け
入
れ
が
内
定
し
た
。
今
後
、
要
望
が

あ
れ
ば
、
来
年
度
以
降
予
算
確
保
の
準

備
等
を
進
め
て
い
く
。

問

人
材
不
足
の
対
策
で
、
市
独
自
の

奨
学
金
制
度
を
創
設
す
る
考
え
は
。

答

現
在
、
育
英
基
金
を
活
用
し
て
お

り
「
介
護
人
材
育
成
事
業
補
助
金
」
も

あ
る
こ
と
で
、
新
た
な
奨
学
金
制
度
の

創
設
は
考
え
て
い
な
い
が
「
介
護
職
員

初
任
者
研
修
」
等
の
制
度
を
広
く
周
知

し
人
材
育
成
に
繋
げ
て
い
く
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
以
下

Ｃ
Ｓ
）」
の
あ
り
方
に
つ
い
て

問

学
校
運
営
協
議
会
設
置
で
学
校
の

イ
メ
ー
ジ
は
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
。
ま

た
、
現
状
と
課
題
は
。

答

学
校
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
化
は
、
学

校
と
地
域
が
情
報
共
有
す
る
こ
と
で
、

協
力
体
制
が
図
ら
れ
、
学
校
へ
の
支
援

活
動
の
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
る
。

課
題
と
し
て
は
、
各
Ｃ
Ｓ
間
の
連
携
や

情
報
共
有
に
よ
る
活
動
の
充
実
が
必
要

で
、
学
校
運
営
へ
の
参
画
の
在
り
方
、

進
め
方
に
共
通
認
識
を
深
め
て
き
た
。

問

学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
の

推
進
と
様
々
な
活
動
に
取
り
組
む
具
体

的
な
内
容
は
。

答

学
校
を
核
と
し
た
推
進
で
は
、
地

域
住
民
が
学
校
と
連
携
し
た
取
り
組
み

と
し
て
農
作
業
体
験
・
地
域
美
化
活
動

を
通
じ
て
、
学
校
と
地
域
が
共
に
子
ど

も
た
ち
を
育
て
、
共
に
地
域
を
つ
く
る

考
え
が
醸
成
さ
れ
て
き
た
。
今
後
も
、

学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
が
進
む

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

介
護
人
材
の
確
保
と
育
成

に
向
け
た
取
り
組
み
は

関
野　

常
勝

〔
民
主
ク
ラ
ブ
〕

市
内
高
等
学
校
バ
ス
通
学
費
の
補
助
拡

大
に
つ
い
て

問

東
山
か
ら
の
市
内
高
校
通
学
の
場

合
１
ヵ
月
の
定
期
券
は
１
万
６
６
２
０

円
、
４
割
の
補
助
を
受
け
、
自
己
負
担

９
７
２
０
円
。
こ
れ
に
バ
ス
停
ま
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
ー
代
往
復
１
０
０

円
で
月
２
０
０
０
円
と
し
て
計
算
す
る

と
、
合
計
１
万
１
７
２
０
円
、
年
間
に

す
る
と
１
４
万
６
４
０
円
と
な
る
。
東

山
を
例
に
挙
げ
た
が
、
老
節
布
、
麓
郷
、

布
礼
別
に
お
い
て
も
経
済
負
担
額
は
さ

ほ
ど
変
わ
り
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
人
に
つ
き
年
間
13

万
円
か
ら
14
万
円
か
か
り
、
３
年
間
に

す
る
と
約
40
万
円
前
後
が
市
街
在
住
の

高
校
生
よ
り
経
済
負
担
が
大
き
い
。
同

じ
富
良
野
に
住
ん
で
い
な
が
ら
、
歩
い

た
り
、
自
転
車
で
通
え
る
高
校
生
と
、

バ
ス
に
乗
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
高
校

生
で
は
、
経
済
的
な
親
の
負
担
が
あ
ま

り
に
も
大
き
い
。

　

平
等
に
教
育
を
受
け
る
権
利
を
妨
げ

な
い
た
め
に
、
バ
ス
を
利
用
し
て
富
良

野
の
高
校
に
通
学
し
て
い
る
高
校
生
の

交
通
費
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
定
期

券
代
補
助
を
40
％
か
ら
50
％
に
す
る
こ

と
は
必
要
と
思
う
。
見
解
を
伺
う
。

答

通
学
バ
ス
の
乗
車
距
離
が
片
道
10

キ
ロ
以
上
の
生
徒
に
対
し
、
通
学
定
期

券
、
及
び
回
数
券
の
購
入
代
金
の
４
割

を
補
助
し
28
名
が
利
用
。
現
在
の
補
助

率
に
つ
い
て
は 

Ｊ
Ｒ
通
学
学
生
と
バ

ス
通
学
学
生
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
と
し

て
お
り
、
鉄
路
と
の
比
較
が
で
き
る
Ｊ

Ｒ
山
部
駅
～
富
良
野
駅
間
と
、
富
良
野

バ
ス
山
部
駅
前
～
富
良
野
駅
前
間
の
１

か
月
定
期
料
金
か
ら
、
バ
ス
定
期
料
金

の
４
割
を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
均
衡

を
保
て
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
市
内
高
等

学
校
バ
ス
通
学
費
の
補
助
は
通
学
費
用

の
居
住
地
間
格
差
是
正
及
び
公
共
交
通

機
関
に
よ
る
平
等
性
を
目
的
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
補
助
率
を
変
更

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

市
内
高
等
学
校
バ
ス
通
学

費
の
補
助
拡
大
を
求
め
る

天
日　

公
子

〔
民
主
ク
ラ
ブ
〕

介護職員初任者研修のチラシ

富良野高校前のバス停留所

一
般
質
問
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生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
平
成
14
年
に

旧
富
良
野
農
業
高
等
学
校
の
施
設
を
改

修
し
、
平
成
14
年
９
月
１
日
に
開
館
し
、

施
設
内
に
は
、
博
物
館
の
ほ
か
に
多
目

的
ア
リ
ー
ナ
、
調
理
実
習
室
、
食
品
加

工
室
、
体
験
交
流
室
な
ど
が
あ
り
、
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に

も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

博
物
館
を
中
心
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

展
示
方
法
に
つ
い
て
は
、「
動
画
」、「
音

声
」
に
よ
る
解
説
や
、
時
代
別
展
示
や

ス
ト
ー
リ
ー
性
を
持
っ
た
手
法
の
充
実

化
を
含
め
、
よ
り
理
解
し
や
す
い
、
イ

メ
ー
ジ
し
や
す
い
内
容
と
な
る
よ
う
な

工
夫
や
、
多
言
語
化
案
内
に
つ
い
て
も

充
実
が
望
ま
れ
ま
す
。
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
対
応
の
検
討
、
案
内
体

制
の
充
実
、
周
知
も
必
要
と
考
え
る
と

こ
ろ
で
す
。
各
種
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

や
、
自
然
環
境
保
全
活
動
に
お
い
て
も

教
育
連
携
と
し
て
生
き
た
教
科
書
と
な

る
こ
と
か
ら
、
学
芸
員
を
中
心
と
し
サ

ポ
ー
タ
ー
な
ど
の
協
力
を
得
た
中
で
運

営
で
き
る
体
制
も
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
サ
ポ
ー
タ
ー
を
育
て

る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
の
研
修
機
能

の
充
実
を
望
み
ま
す
。

　

周
知
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
情
報
の
提
供
を

行
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
が
、

今
後
も
そ
れ
ら
の
充
実
化
と
、
様
々
な

年
代
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
媒
体
の
特
性

を
活
か
し
た
発
信
方
法
の
工
夫
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
戦
略
と
は
別
に
地
域
団
体

と
連
携
し
、
様
々
な
施
設
に
お
い
て
案

内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
等
を
掲

示
し
、
広
く
情
報
提
供
の
継
続
に
努
め

て
い
く
こ
と
も
重
要
と
考
え
ま
す
。

　

施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
全

体
的
に
よ
く
整
理
さ
れ
て
お
り
管
理
が

行
き
届
い
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け

た
一
方
で
、
施
設
の
雨
漏
り
に
対
す
る

必
要
な
修
繕
と
と
も
に
、
多
目
的
ア

リ
ー
ナ
の
人
工
芝
に
つ
い
て
は
屋
内
体

育
施
設
と
し
て
、
天
候
に
か
か
わ
ら
ず

使
用
で
き
る
こ
と
か
ら
利
用
者
も
多
く
、

更
新
が
望
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
と
め
と
し
て
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の
取
り
組
み
が
、
地
域
づ
く
り
や

ま
ち
づ
く
り
に
も
活
か
す
こ
と
の
で
き

る
本
市
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
と
捉
え
、

社
会
教
育
や
観
光
な
ど
多
方
面
で
の
広

が
り
を
通
じ
て
市
内
外
の
方
へ
周
知
と

長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
計
画
的
に

ま
た
必
要
に
応
じ
た
施
設
修
繕
に
努
め

る
と
と
も
に
、
新
た
な
財
源
確
保
の
検

討
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

調
査
第
１
号
「
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
」

総
務
文
教
委
員
会

【
最
終
報
告
】

女
性
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て問

コ
ロ
ナ
禍
で
顕
在
化
し
た
生
理
の

貧
困
に
対
し
、
市
に
お
け
る
生
理
用
品

の
無
償
提
供
の
考
え
は
。

答

生
理
用
品
の
無
料
配
布
機
器
の
設

置
を
進
め
て
い
る
自
治
体
の
状
況
を
参

考
に
、
富
良
野
市
に
お
け
る
日
常
の
相

談
内
容
も
踏
ま
え
生
理
の
貧
困
等
に
係

る
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

問

行
政
に
求
め
ら
れ
て
い
る
支
援
や

施
策
、
大
規
模
校
で
の
モ
デ
ル
事
業
を

試
行
し
実
態
把
握
を
す
る
考
え
は
。

答

国
の
子
供
・
若
者
育
成
支
援
推
進

大
綱
で
は
、
子
供
の
貧
困
問
題
へ
の
対

応
と
し
て
新
た
に
「
学
校
で
は
生
理
用

品
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
へ
の
対
応

が
な
さ
れ
る
よ
う
教
育
委
員
会
等
に
対

し
促
す
」
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
大
綱
趣

旨
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
必

要
且
つ
効
果
的
な
の
か
検
討
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
と
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
を
活
用
し
た
財
源
確
保
に
つ
い
て

問

ふ
る
さ
と
納
税
の
増
額
対
策
に
つ

い
て
民
間
事
業
者
等
の
協
議
会
を
設
置

す
る
体
制
整
備
の
検
討
状
況
は
。

答

ふ
る
さ
と
納
税
全
体
の
体
制
見
直

し
を
進
め
て
お
り
、
返
礼
品
提
供
事
業

者
を
増
や
し
て
い
く
の
で
、
組
織
化
に

つ
い
て
は
登
録
状
況
等
を
勘
案
し
て
必

要
性
を
検
討
し
て
い
く
。

問

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
税
の

軽
減
割
合
を
９
割
に
引
き
上
げ
る
と
共

に
併
用
可
能
な
交
付
金
・
補
助
金
を
拡

大
し
、
人
材
派
遣
型
も
創
設
し
た
。
企

業
に
も
自
治
体
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

の
で
、
取
り
組
み
を
加
速
す
る
べ
き
と

考
え
る
が
事
業
戦
略
の
取
り
組
み
は
。

答

事
業
戦
略
に
つ
い
て
は
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
地
方
創
生

事
業
は
な
い
が
、
第
２
期
富
良
野
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
計
画
に

基
づ
き
同
制
度
の
活
用
を
検
討
し
て
い

く
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
生
理
の
貧

困
か
ら
女
性
支
援
の
推
進
を

大
栗　

民
江

〔
無
会
派
〕

ひとりで悩みを抱えないで

一
般
質
問

委
員
会
報
告
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民
生
委
員
は
民
生
委
員
法
で
非
常
勤

の
地
方
公
務
員
と
規
定
さ
れ
、
児
童
福

祉
法
に
よ
り
児
童
委
員
を
兼
ね
て
お
り
、

任
期
は
３
年
で
す
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
の
活
動
は
、
社

会
環
境
の
変
化
や
市
民
の
生
活
環
境
の

変
化
に
よ
り
、
相
談
案
件
も
複
雑
多
岐

に
わ
た
り
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化

の
進
展
に
よ
り
、
地
域
社
会
と
の
つ
な

が
り
の
希
薄
化
が
社
会
問
題
化
し
、
地

域
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
共
助
」
が
機

能
し
に
く
い
現
在
、
そ
の
機
能
を
補
完

す
る
民
生
委
員
児
童
委
員
の
役
割
は
、

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
委
員
会
で
は
、
本
市
に
お
け
る
民

生
委
員
児
童
委
員
の
活
動
と
課
題
に
つ

い
て
調
査
・
議
論
を
進
め
、
４
点
に
つ

い
て
意
見
の
一
致
を
見
た
と
こ
ろ
で
す
。

１
，
市
か
ら
民
生
委
員
児
童
委
員
に
対

す
る
情
報
提
供
に
つ
い
て

市
と
富
良
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
お
よ

び
委
員
と
の
役
割
や
関
係
性
の
理
解
・

認
識
に
齟
齬
が
あ
り
、
こ
れ
は
委
員
の

活
動
が
個
人
情
報
保
護
法
な
ど
の
制
約

を
受
け
る
こ
と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
充
分
な
情
報
共
有
を
図
ら

れ
た
い
。

２
，
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
作
成
と
管

理
に
つ
い
て

　

支
え
合
い
マ
ッ
プ
は
市
内
全
地
区
で

作
成
済
み
だ
が
、
情
報
や
内
容
は
多
少

の
差
異
が
あ
る
た
め
、
全
地
区
で
情
報

量
の
平
準
化
と
地
域
内
で
の
共
有
が
望

ま
し
い
。

３
，
災
害
時
に
お
け
る
民
生
委
員
児
童

委
員
の
役
割
に
つ
い
て

　

災
害
時
に
委
員
が
連
絡
の
取
れ
な
い

避
難
行
動
要
支
援
者
を
捜
索
に
出
て
災

害
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
も
危
惧
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
委
員
の
役
割
を
明
確
に

し
て
関
係
機
関
と
の
役
割
の
認
識
を
共

有
す
る
こ
と
。

４
，
民
生
委
員
児
童
委
員
の
活
動
し
や

す
い
環
境
整
備
と
負
担
軽
減
に
つ
い
て

・
委
員
の
活
動
が
複
雑
多
岐
に
わ
た
り

判
然
と
し
な
い
こ
と
か
ら
、
活
動
の
一

定
の
基
準
を
示
す
「
実
務
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
等
の
策
定
を
検
討
す
る
こ
と
。

・
委
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
と
市

民
理
解
の
促
進
の
た
め
、
よ
り
一
層
の

広
報
活
動
を
行
う
こ
と
。

・
委
員
は
法
律
で
無
報
酬
と
規
定
さ
れ

て
い
る
た
め
、
委
員
活
動
実
費
見
合
分

の
支
給
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

委
員
活
動
の
充
実
に
資
す
る
活
動
費
の

検
討
を
さ
れ
た
い
。

調
査
第
２
号
「
民
生
委
員
児
童
委
員

の
活
動
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
」

市
民
福
祉
委
員
会

【
最
終
報
告
】

　

本
委
員
会
で
は
、
本
市
の
観
光
に
お

け
る
魅
力
発
信
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
発
信

手
法
の
状
況
、
関
係
団
体
と
の
連
携
に

よ
る
情
報
発
信
の
体
系
な
ど
に
つ
い
て

調
査
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

本
市
の
魅
力
が
発
信
さ
れ
、
注
目
を

浴
び
た
の
は
、「
北
の
国
か
ら
」
を
は

じ
め
と
す
る
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
よ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
現
在
の
魅
力
発
信
に

お
い
て
は
、
ネ
ッ
ト
回
線
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
欠
か
せ
な
い
ツ
ー

ル
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
を
知
ら
な
い
世
代
の
認
知

度
を
上
げ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
本
市

を
印
象
付
け
、
旅
行
先
と
し
て
選
ん
で

い
た
だ
け
る
か
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　

各
団
体
と
連
携
し
た
魅
力
発
信
と
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
対
象
と

す
る
エ
リ
ア
ご
と
に
団
体
が
組
織
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
市
単
独
で
の
取

り
組
み
と
し
て
「Furano366

」
と
称

しY
ouT

ube

動
画
が
投
稿
さ
れ
来
訪

の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
内
向
け
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
ウ
ェ
ブ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
い
て「FuranO

s

」

と
称
す
る
顧
客
デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム

を
構
築
、
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

本
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
調
査
と

意
見
交
換
の
経
過
を
ふ
ま
え
、
次
の
４

点
に
つ
い
て
意
見
の
一
致
を
見
ま
し
た
。

　
　
　
　

　

ウ
ェ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、

民
間
と
行
政
と
の
役
割
分
担
に
よ
り
、

魅
力
の
発
信
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ら

れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
発
信
が
成
果

に
つ
な
が
り
に
く
い
時
期
で
は
あ
る
も

の
の
、
よ
り
魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
づ

く
り
に
向
け
た
検
討
を
進
め
ら
れ
た
い
。

　

他
の
観
光
地
と
の
差
別
化
を
図
る
た

め
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
で
楽
し
む
こ
と

の
で
き
る
観
光
地
と
し
て
、
文
化
、
イ

ベ
ン
ト
、
五
官
を
刺
激
す
る
自
然
環
境

な
ど
、
強
い
興
味
を
抱
く
こ
と
の
で
き

る
魅
力
発
信
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

本
市
の
消
費
世
代
と
し
て
重
視
し
て

い
る
10
代
、
20
代
以
外
に
、
中
高
年
層

へ
の
発
信
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

魅
力
発
信
を
継
続
し
、
さ
ら
に
市
民
か

ら
の
魅
力
発
信
を
促
す
方
策
に
つ
い
て

も
検
討
さ
れ
た
い
。

　

観
光
に
お
い
て
は
、
富
良
野
に
来
て

よ
か
っ
た
と
思
え
る
お
も
て
な
し
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
大
切
と
考
え
る
。

こ
れ
ら
の
魅
力
を
含
め
、
行
政
、
関
係

団
体
と
の
連
携
や
民
間
活
力
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
や
特
性
を
活
か
し
た

魅
力
発
信
に
更
に
努
力
さ
れ
た
い
。

調
査
第
３
号
「
観
光
に
お
け
る

富
良
野
の
魅
力
発
信
に
つ
い
て
」

経
済
建
設
委
員
会

【
最
終
報
告
】

委
員
会
報
告
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富良野市議会基本条例検証シート （検証対象期間：令和元年５月～令和３年３月）
【達成度基準】　Ａ：十分達成できた。　Ｂ：概ね達成できた。　Ｃ：不十分。要努力。　Ｄ：実施なし。 富良野市議会 議会運営委員会

議会基本条例の規定 達成度 実施状況 課題・その他

第1条（目的）

第2条（議会活動の原則）議会は、次に掲げる原則に基づき活動するものとする。

(1) 市民を代表する議決機関であることを常に自覚し、公正公平、透明性を重視し、
市民に開かれた議会運営に努めること。 B － －

(2) 多様な市民意思の把握に努め、議会として政策立案、政策提言機能の充実強化を
図ること。 B

市民意見の把握は個々の議員が日ごろの活動
の中で収集し、委員会の中で議論・審議の中
で生かしている。また一般質問にもつなげて
いる。

現有のシステム ( 自由討議・まちづくりトーク・議員
協議会等 ) を積極的に実施するともに、ICT 化により
市民意見の多様な聴取などの努力が必要。

(3) 議会としての合意形成を目指し、議論を尽くすこと。 B － －

(4) 情報公開に努め、議会の議決又は運営について、その経緯等を市民に対し説明を
行うこと。

第3条（議員活動の原則）議員は、次に掲げる原則に基づき活動するものとする。

(1) 市民の代表として、広く市政に関し、多様な市民意思の把握に努めること。 B － －

(2) 常に高い倫理観を保持し、市民の信頼を得るよう努めること。 B － －

(3) 議会の構成員として、市民全体の福祉の増進のために活動すること。 B － －

第4条（会派）

1 議員は、議会活動を行うため、会派を結成することができる。 A 会派制を基本としつつ、会派の在り方について今後に
おける議論が必要。2 会派は、理念、政策等を共有する議員で構成し、活動する。 B

3 会派は、議会運営、政策立案及び政策提言等に関し、必要に応じ会派間で協議し
合意形成に努めるものとする。 B 会派幹事長会議を機能させ、より一層の会派間協議を

促進する必要がある。

第5条（災害時の議会の役割）

議会は、災害が発生した場合においては、生活基盤の整備、市民生活の回復等に
必要な予算を迅速に決定するなど、災害からの復興に向け積極的な役割を果たす
よう努めるものとする。

B － －

第6条（情報公開と市民参加の推進）

1 議会は、積極的に市民に対する情報の発信及び市民との情報の共有に努めるとと
もに、市民に対し十分に説明責任を果たすものとする。 B － －

2 議会は、本会議、常任委員会及び議会運営委員会並びに特別委員会（以下「委員
会」という。）を原則公開とする。 A － －

3 議会は、本会議の会議録を公開するとともに、委員会の概要について、議会広報、
ホームページ等を使って公開するものとする。 A － 今後も事務局と連携し迅速な情報公開に努める。

4 議会は、請願及び陳情を審査するに当たって、提出者の意見を聴く機会を設ける
よう努めるものとする。 A 新型コロナウイルス対策関連の要望書等への

対応を行った。
請願、陳情の違いや手順などが市民に分かりやすいよ
うに周知が必要。

　

議
運
調
査
第
２
号
「
富
良
野
市
議
会

基
本
条
例
の
運
用
及
び
検
証
に
関
す

る
調
査
に
つ
い
て
」、
本
委
員
会
で
は
、

市
議
会
に
お
け
る
最
高
規
範
と
し
て
、

平
成
27
年
に
施
行
さ
れ
た
富
良
野
市
議

会
基
本
条
例
に
つ
い
て
、
各
会
派
、
会

派
に
属
し
な
い
無
会
派
を
含
め
た
議
員

全
員
で
の
検
証
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

検
証
は
、
議
員
任
期
の
前
半
に
当
た

る
令
和
元
年
５
月
か
ら
令
和
３
年
３
月

ま
で
を
対
象
と
し
て
、
本
市
議
会
並
び

に
議
員
の
活
動
に
対
し
、
条
例
を
基
に

評
価
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

評
価
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
令
和
３

年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
議
会
改

革
特
別
委
員
会
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し

た
検
証
シ
ー
ト
を
用
い
、
議
会
基
本
条

例
の
各
条
に
つ
い
て
、
４
段
階
の
評
価

と
し
、
Ａ
の
「
十
分
達
成
し
た
、
実
施

し
た
」
か
ら
Ｄ
の
「
実
施
な
し
」
ま
で

の
評
価
を
行
い
、
議
員
全
員
の
意
見
を

反
映
す
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

検
証
シ
ー
ト
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、

各
会
派
に
お
け
る
評
価
協
議
に
無
会
派

議
員
が
参
画
し
な
が
ら
評
価
を
行
い
、

最
終
的
な
取
り
ま
と
め
と
し
て
本
委
員

会
に
お
け
る
議
論
を
経
て
、
評
価
、
課

題
等
の
コ
メ
ン
ト
を
精
査
し
て
決
定
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

各
条
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
別
紙
の

検
証
シ
ー
ト
に
記
載
の
と
お
り
で
す
が
、

全
22
条
の
う
ち
37
項
目
に
つ
い
て
評
価

し
た
結
果
、
Ａ
評
価
が
７
項
目
、
Ｂ
評

価
が
21
項
目
と
、
概
ね
達
成
で
き
た
項

目
が
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
議
員
の
在
職
年
数
の
違
い

や
会
派
の
考
え
方
の
違
い
な
ど
か
ら
評

価
に
バ
ラ
つ
き
が
生
じ
た
項
目
も
見
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
の
評
価
で
は
、
対
象
と
な
る
期

間
の
半
分
以
上
が
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
議
会
報
告
会
な
ど
の
広
聴

広
報
活
動
が
十
分
に
で
き
ず
、
様
々
な

開
催
手
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

の
課
題
が
見
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
等
に
つ
い
て
は
、
条

例
第
22
条
の
見
直
し
手
続
き
に
基
づ
き
、

議
員
任
期
の
満
了
前
に
検
証
が
必
要
で

あ
る
と
、
委
員
会
で
の
意
見
の
一
致
を

見
ま
し
た
。

　

検
証
シ
ー
ト
は
下
記
の
と
お
り
で
す

が
、
左
の
コ
ー
ド
で
サ
イ
ト
か
ら
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

富
良
野
市
議
会
基
本
条
例
の
運
用

及
び
検
証
に
関
す
る
調
査
に
つ
い
て

議
会
運
営
委
員
会

【
最
終
報
告
】

委
員
会
報
告
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議会基本条例の規定 達成度 実施状況 課題・その他

5
(1) 市民への説明責任を果たすため、議会報告会を開催する。 B 議会報告会は定着してきているが、令和２年

度はコロナ禍のため開催できなかった。
これまでの開催手法に限らず、様々な開催手法の検討
が必要。

5
(2)

市民と議員が自由に情報や意見を交換する議会とまちづくりトーク（以下「まち
づくりトーク」という。）を開催する。 B 富良野医師会と開催した。 まちづくりトークの認知度向上に向けた取り組みが必

要。

5
(3) その他、必要に応じて広く市民の声を聴くよう努めるものとする。 C

常時、議員各々は市民の声を聞き取るよう努
力してきたが、新型コロナウイルスの影響で
新たな取り組みを進めることができなかった。

広く市民の意見を聴取するシステム ( 議会モニター制
度など ) づくりに向けた調査・研究が必要。

6 前項の議会報告会及びまちづくりトークに関することは、議長が別に定める。

第7条（議会広報の充実）
議会は、市民に開かれた議会の実現のため、多様な情報伝達手段を用い広報活動
に努めるものとする。 A 議会広報紙のリニューアルを行った。 －

第8条（市長等との関係）市長及びその他執行機関と、緊張ある関係の保持に努めるものとする。

(1) 本会議における一般質問は、広く市政上の論点を明確にするため、再質問につい
ては一問一答方式で行うものとする。 B － －

(2) 議長から本会議及び委員会への出席を要求された市長等は、議員の一般質問及び
その他質疑に対してその主旨を確認することができる。

(3) 議長から本会議及び委員会への出席を要求された市長等は、議員の政策提言及び
提出議案等に関し、議長又は委員長の許可を得て反問することができる。

第9条（議会への説明等）

市長等は、計画、政策、施策又は事業（以下「計画等」という。）を立案し、又
は変更するときは、計画等の論点を明確にし、その計画等の内容に関する必要な
資料を作成し、議会へ適切な報告に努めるものとする。

B －
資料提供には的確に対応されているが、資料の内容に
ついては、効果やコストなどを明確にするなど要求時
における工夫が必要。

第10条（監視及び評価）
議会は、議決、調査、検査その他の権限を行使することにより、市長等の事務の
執行が適正、かつ、公正公平、効率的に行われているか監視するとともに、その
効果及び成果について評価し、必要と認めるときは、適切な措置を講ずるよう求
めるものとする。

B － －

第11条（議決事件の拡大）
地方自治法第９６条第２項の規定に基づく議会の議決すべき事件については、市
民の負託に応える市政運営を実現できるよう、別に条例で定める。 A 富良野市総合計画基本構想の議決を行った。 －

第12条（政策立案及び提言）
議会は、議員提案による条例の制定、決議、質疑等により、積極的に政策の立案
及び提言を行うものとする。 B － 過去の提言の検証を行い、今後の政策立案や提言に活

かしていく必要がある。

第13条（自由討議による合意形成）

1 議会は、議案等の審議又は審査において議員相互の自由な討議により議論を尽く
し、合意形成を図るよう努めるものとする。 B － 自由討議の積極的な活用が必要。

2 議長及び委員長は、議員相互の自由な討議が積極的に行われるよう議会の会議及
び委員会を運営しなければならない。 B － －

3 自由討議に関することは、議長が別に定める。

第14条（議会改革の推進）
議会は、第２条に規定する議会の活動原則を強化するために、議会運営委員会の
下で常に自らの改革に継続的に取組むものとする。 B － －

第15条（議員研修の充実強化）
議会は、議員の政策形成及び立案能力の向上に向け、議員研修の充実強化を図る
ものとする。 B － 既存の各種研修に加え、研修機会の充実が必要。

第16条（議会事務局の体制整備）

1 議長は、議員の政策形成及び立案を補助する組織として、議会事務局の調査及び
法務に関する能力の向上に努めるものとする。

2 議長は、議会事務局の体制を整備し、行政から独立した機関としての機能の向上
に努めるものとする。

第17条（議会図書）
議会は、議員の調査研究及び市政運営の参考に資するため、議会図書室の充実に
努め、適正に管理し運営するものとする。 B 管理は適正であるが、活用し切れていない。 利活用に向けた議論が必要。

第18条（議員定数）

1
議員定数は、社会情勢の変化などを考慮し市民の意思を反映するとともに、議会
が持つ議事機関としての機能と行政監視機能を確保することを基本に判断するも
のとする。

2 議員定数の改正を提案する場合は、明確な改正理由を付して議会に提出するもの
とする。

3 議員定数は、別に条例で定める。

第19条（議員報酬）

1 議員が報酬の改正を提案する場合は、市民の意見を十分考慮するとともに、明
確な改正理由を付して議会に提出するものとする。

2 議員報酬は、別に条例で定める。

第20条（議員倫理の明確化）
議員は、市民全体の代表として市民の厳粛な信託を受けたことを自覚し、常に
良心と倫理性をもち、市民の疑惑を招くことのないように行動しなければなら
ない。

第21条（最高規範）
この条例は、議会運営の最高規範であり、議会に関する他の条例、規則等を制
定し又は改廃するに当たっては、この条例との整合を図らなければならない。

第22条（見直し手続き）

1 議会は、議会運営委員会において、この条例の目的の達成について検証するも
のとする。 A 検証方法と時期を明確にした。 議員任期満了前に今回の課題に対する検証が必要。

2 議会は、前項による検証の結果に基づき、この条例の改正が必要な場合は、速
やかに適切な措置を講ずるものとする。

総括、今後の課題について
議会基本条例の規定 ( 条文 ) の解釈について、議員や会派間での違いがあり、共通した解釈による条例の運用や評価が可能となるよう、条例の逐条解説を再確認のうえ、今回の評価において記載された
課題・その他に対する検討機会を設ける。

広報紙のデザイン変更などにより広報の充実は一歩前進したと考えられる。

評価の対象となった期間について、半分以上がコロナ禍のため行動が制約されてしまい、積極的な広聴活動に取り組むことができなかったが、評価に向けた各種作業の充実が図られたと感じられる。

委
員
会
報
告
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コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に

対
処
し
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま

ん
延
に
よ
り
、
地
域
経
済
に
も
大
き
な

影
響
が
及
ん
で
お
り
、
地
方
財
政
は
来

年
度
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
巨
額
の

財
源
不
足
が
避
け
ら
れ
な
い
厳
し
い
状

況
に
直
面
し
て
い
る
。

　

地
方
自
治
体
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
へ
の

対
応
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
防
災
・
減

災
、
雇
用
の
確
保
、
地
球
温
暖
化
対
策

な
ど
の
喫
緊
の
課
題
に
迫
ら
れ
て
い
る

ほ
か
、
医
療
介
護
、
子
育
て
を
は
じ
め

と
し
た
社
会
保
障
関
係
経
費
や
公
共
施

設
の
老
朽
化
対
策
費
な
ど
将
来
に
向
け

増
嵩
す
る
財
政
需
要
に
見
合
う
財
源
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
財
源
確
保
の

た
め
、
地
方
税
制
の
充
実
確
保
が
強
く

望
ま
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
令
和
４

年
度
地
方
税
制
改
正
に
向
け
、
地
方
財

政
計
画
の
総
額
確
保
、
固
定
資
産
税
の

感
染
症
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
講
じ
た

軽
減
措
置
や
負
担
調
整
措
置
の
終
了
、

軽
自
動
車
税
の
臨
時
的
軽
減
措
置
の
終

了
な
ど
、
地
方
税
財
源
の
充
実
と
確
保

を
求
め
る
意
見
書
。

国
土
強
靱
化
に
資
す
る
道
路
の
整
備
等

に
関
す
る
意
見
書

　

道
路
交
通
を
取
り
巻
く
環
境
に
お
い

て
は
、
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災

害
に
伴
う
交
通
障
害
を
は
じ
め
、
道
路

施
設
の
老
朽
化
、
多
発
す
る
交
通
事
故

な
ど
、
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え

た
取
組
を
加
速
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
、
北
海
道
の
強
み

で
あ
る
「
食
」
や
「
観
光
」
に
関
連
す

る
地
域
（
生
産
空
間
）
が
持
つ
潜
在
力

が
最
大
限
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、平
常
時
・

災
害
時
を
問
わ
な
い
北
海
道
を
支
え
る

基
盤
の
確
立
に
向
け
、
広
域
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
早
期
形
成
や
機
能
向
上
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
加
え
て
、
積
雪

寒
冷
の
本
道
に
お
い
て
は
、
安
定
的
な

除
排
雪
の
体
制
確
保
な
ど
、
冬
期
間
の

住
民
の
安
全
・
安
心
を
図
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
道
路
整
備
・
管
理
に
必
要

な
予
算
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
確
保

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

国
に
お
い
て
、
一
層
の
道
路
整
備
の

推
進
や
維
持
管
理
の
充
実
・
強
化
、
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５

か
年
加
速
化
対
策
の
推
進
に
必
要
な
措

置
を
要
望
す
る
意
見
書
。

北
海
道
立
学
校
に
生
理
用
品
を
無
償
設

置
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
確

認
さ
れ
て
か
ら
１
年
以
上
が
過
ぎ
、
長

引
く
感
染
対
策
の
中
で
、
生
理
の
貧
困

に
つ
い
て
の
問
題
が
、
日
本
国
内
の
み

な
ら
ず
世
界
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
生
理
は
女
性
の
健
康
上

の
課
題
と
し
て
今
後
も
続
い
て
い
く
こ

と
で
あ
り
、「
貧
困
へ
の
支
援
」
と
は

一
線
を
画
し
、
男
女
が
性
別
に
関
係
な

く
、
と
も
に
活
躍
で
き
る
社
会
を
目
指

し
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
持
続
可
能
な
地
域
社
会
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
み
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

女
性
は
生
涯
に
渡
り
初
潮
か
ら
閉
経

す
る
ま
で
の
期
間
、
毎
月
定
期
的
に
起

こ
る
生
理
に
対
し
心
身
に
係
る
負
担
を

抱
え
て
お
り
、
思
春
期
や
成
長
期
に
あ

る
生
徒
な
ど
が
、
安
心
し
て
学
校
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、
生
理
に
対
す
る
心
理

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
環
境
整
備

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
北
海
道
教
育
委
員
会
に
お

い
て
、
健
や
か
に
成
長
し
て
い
け
る
よ

う
、
生
理
用
品
の
無
償
設
置
の
実
現
を

強
く
要
望
す
る
意
見
書
。

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
・
負

担
率
1/2
へ
の
復
元
、「
30
人
以
下
学
級
」

な
ど
教
育
予
算
確
保
・
拡
充
と
就
学
保

障
の
実
現
に
向
け
た
意
見
書

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
は
、
教

職
員
の
給
与
の
一
部
を
国
が
負
担
す
る

制
度
で
あ
る
。
教
育
の
機
会
均
等
を
確

保
す
る
た
め
に
も
、
国
の
責
任
に
お
い

て
本
制
度
を
堅
持
し
、
国
の
負
担
率
を

1/2
へ
と
復
元
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
小
学
校
に
お
い

て
段
階
的
に
35
人
以
下
学
級
の
実
現
が

進
め
ら
れ
る
が
、
中
学
・
高
校
に
つ
い

て
は
検
討
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

早
急
に
30
人
以
下
学
級
に
よ
る
き
め
細

や
か
な
教
育
を
実
現
す
る
た
め
、
教
職

員
の
増
加
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
私
費
負
担
が
減
少
せ
ず
、
教

材
費
や
図
書
費
に
つ
い
て
も
自
治
体
に

よ
っ
て
措
置
に
格
差
が
生
じ
て
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
住
む
地
域
や
環
境

に
関
係
な
く
平
等
に
教
育
を
受
け
る
権

利
を
有
し
、
国
に
お
い
て
保
障
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
る
。
教
育
環
境
の
充
実

と
合
わ
せ
、
国
に
よ
る
義
務
教
育
費
無

償
を
は
じ
め
、
教
育
予
算
の
確
保
と
拡

充
を
要
請
す
る
意
見
書
。

第
３
回
定
例
会
に
議
員
提
案
さ
れ
た
意
見
書
は
６
件
で
す
。

意
見
書
は
可
決
後
、
直
ち
に
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
意
見
書（
抜
粋
）

意
見
書
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８月
３日・議会広報特別委員会
５日・経済建設委員会
11日・市民福祉員会
16日・総務文教委員会
17日・議会運営委員会
　　・議会とまちづくりトーク
20日・経済建設委員会
26日・総務文教委員会
　　・市民福祉委員会
30日・議員協議会
　　・代表者会議
31日・第３回定例会告示

９月
２日・議会運営委員会
７日・第３回定例会（１日目）
　　・決算審査特別委員会
　　・総務文教委員会
　　・市民福祉委員会
　　・経済建設委員会
　　・議会改革特別委員会
14日・第３回定例会（２日目）
　　・市民福祉委員会
　　・議会広報特別委員会
15日・第３回定例会（３日目）
　　・議員協議会
　　・議会運営委員会
22日・第３回定例会（４日目）
　　・決算審査特別委員会

27日・市民福祉委員会

10月
４日・議会広報特別委員会
８日・広域連合議会第２回定例会告示
　　・市民福祉委員会
11日・広域連合議会運営委員会
12日・北海道市議会議長会道北支部議長会
15日・広域連合議会第２回定例会
　　・議会広報特別委員会
25日・全国市議会議長会基地協議会北海道

部会定期総会
26日・市民福祉委員会
27日・経済建設委員会
　　・議会広報特別委員会

委 員 会 名 調査番号 調査件名
総務文教委員会 調査第４号 市有財産について

市民福祉委員会 調査第５号 環境基本計画・地球温暖
化対策実行計画について

経済建設委員会 調査第６号 農業振興と担い手対策に
ついて

●各委員会では議長の許可を受け、閉会中、次のとおり
事務調査を行います。

調査申出次回定例会（令和３年12月）のご案内
次回定例会の開会予定です。開会は通常 10 時となっています。
日 月 火 水 木 金 土
11/28 29 30 12/1 2 3 4

本会議
5 6 7 8 9 10 11

一般質問 一般質問 予備日
12 13 14 15 16 17 18

本会議
19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 1

議会日程は変更になる場合があります。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
農
畜
産
物
の
消
費

拡
大
及
び
高
温
・
干
ば
つ
に
よ
る
農
作

物
被
害
対
策
を
求
め
る
意
見
書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
伴
う

人
流
の
抑
制
な
ど
に
よ
り
、
中
食
・
外

食
産
業
の
低
迷
が
続
き
、
農
業
に
お
い

て
も
農
畜
産
物
価
格
の
低
下
と
需
要
の

減
少
に
対
し
、
価
格
回
復
と
需
要
喚
起

策
の
強
化
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

　

北
海
道
で
は
、
７
月
か
ら
８
月
上
旬

に
か
け
て
記
録
的
な
高
温
・
少
雨
の
気

候
が
続
い
た
た
め
、
全
道
的
に
農
作
物

へ
の
被
害
が
及
び
、
収
量
減
少
が
見
込

ま
れ
る
。
野
菜
に
お
い
て
は
、
高
温
障

害
等
で
廃
耕
す
る
圃
場
の
ほ
か
、
灌
水

作
業
が
追
い
付
か
ず
枯
れ
る
な
ど
大
き

な
影
響
が
出
て
い
る
。
さ
ら
に
、酪
農
・

畜
産
に
お
い
て
も
飼
料
作
物
が
生
育
停

滞
か
ら
枯
れ
、
収
量
が
落
ち
込
む
こ
と

も
予
想
さ
れ
、
今
後
の
生
乳
生
産
へ
の

影
響
が
危
惧
さ
れ
る
。

　

一
方
、
水
稲
に
お
い
て
は
豊
作
基
調

だ
が
、
高
温
に
よ
り
品
質
低
下
が
心
配

さ
れ
、
加
え
て
、
過
剰
在
庫
に
よ
る
米

価
の
下
落
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
営
農
継

続
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を

要
望
す
る
意
見
書
。

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
議
論
の
活
性

化
を
求
め
る
意
見
書

　

民
法
で
は
夫
婦
同
姓
を
義
務
付
け
て

い
る
。

　

本
年
６
月
、
最
高
裁
判
所
に
お
い
て
、

民
法
第
７
５
０
条
の
規
定
が
憲
法
に
違

反
す
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
特
別
抗

告
事
件
に
つ
い
て
、
合
憲
と
す
る
決
定

が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
氏
制
度
の
在
り

方
は
国
会
で
論
ぜ
ら
れ
、
判
断
さ
れ
る

べ
き
と
し
た
。

　

平
成
30
年
に
内
閣
府
が
公
表
し
た

世
論
調
査
で
は
、「
導
入
に
賛
成
」
が

42
・
５
％
、「
導
入
に
反
対
」
29
・
３
％
、

「
婚
姻
前
の
姓
を
通
称
と
し
て
使
え
る

よ
う
に
法
律
を
改
め
る
」
が
24
・
４
％

と
、
様
々
な
意
見
が
存
在
し
て
い
る
。

　

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
議
論
に
当

た
り
、
夫
婦
同
姓
が
社
会
的
に
定
着
し

て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
、

異
な
る
姓
に
よ
る
子
ど
も
へ
の
影
響
な

ど
、
別
姓
制
度
に
関
す
る
入
念
な
調
査

及
び
検
討
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　

国
に
お
い
て
は
、
国
民
の
価
値
観
の

多
様
化
及
び
世
論
の
動
向
等
を
踏
ま
え
、

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
に
係
る
議
論
を

社
会
に
開
か
れ
た
形
で
十
分
に
行
う
こ

と
を
求
め
る
意
見
書
。

可
決
さ
れ
た
意
見
書（
抜
粋
）
第
３
回
定
例
会
に
議
員
提
案
さ
れ
た
意
見
書
は
６
件
で
す
。

意
見
書
は
可
決
後
、
直
ち
に
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

議会日誌　～８月から 10 月の議会関係の開催状況をお知らせします～

意
見
書

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン



「議会におけるＩＣＴ化の取り組み」についてご報告します。

♦まずは「ＬＩＮＥ ＷＯＲＫＳ」の試行から！

♦議員の感想

♦オンラインを活用した委員会の取り組みについて

　議員所有のスマートフォンやＰＣなどの情報端末にグルー
プウェアとして「ＬＩＮＥ ＷＯＲＫＳ」を導入し、カレンダー
機能による日程調整及びトークルーム機能による資料等の
共有のほか、軽微な意見交換についてＩＣＴ化を実現。
　議員が使用しているスマートフォンやＰＣなどの情報端末
はそれぞれ異なり、操作に慣れていない方もいます。ただ、
ほとんどの方がＬＩＮＥを使用していたので、利用者のＩＴリ
テラシー（ＩＴ分野に関する知識や理解、分析、活用する
能力）に左右されることなく、同じような操作画面であれ
ば無理なく使えるのではないかと考えました。
　令和２年８月から試行運用を行ったうえで、意向を確認
して、「ＬＩＮＥ ＷＯＲＫＳ」を令和３年８月から本格運用し
ています。

　最初はＩＣＴに関して不安がありましたが、操作は議
会ＩＣＴ推進プロジェクト委員が中心となって議員相互
で教え合っています。事務局職員はフォロー役として、
都度、負担軽減の配慮に努めてくれています。
　今はＩＣＴ推
進の重 要性を
痛 感していま
す。得 手 不 得
手 は あります
が、習うより慣
れろの精神で
がんばります。

　令和３年第３回定例会に、富良野市議会委員会条
例の一部改正案が提出され、全会一致で可決しました。
この改正案は、オンラインを活用した委員会を行えるよ
うにするものです。
　オンラインを活用した委員会を行う上で、委員会とし
ての結論を出すことも想定され、その手続については
適正な運用が求められます。
　そ の た め、議
員間で共通認識
としておくべき事
項 につ い て、議
会 ICT 推進プロ
ジェクト会議にお
いて「オンライン
会議時の申し合わ
せ」を検討するこ
ととしています。

― インターネット中継の始まり ―
　富良野市議会では、開かれた議会を目指し、市民と
ともに「まちづくり」の推進に寄与することを目的に、
議会情報を知らせるひとつの手法として、インターネッ
トを活用した議会中継を行っています。
　インターネット中継は平成２４年１２月１０日に行われ
た第４回定例会一般質問から試験配信を開始し、平
成２５年第１回定例会より本格運用が始まりました。

― インターネット中継の始まり ―
　富良野市議会では、開かれた議会を目指し、市民と
ともに「まちづくり」の推進に寄与することを目的に、
議会情報を知らせるひとつの手法として、インターネッ
トを活用した議会中継を行っています。
　インターネット中継は平成２４年１２月１０日に行われ
た第４回定例会一般質問から試験配信を開始し、平
成２５年第１回定例会より本格運用が始まりました。

♦市民の皆様が得られること

　議会関連資料やその他の資料の共有、情報の伝達・
共有及びペーパーレス会議による経費の節減と業務及
び会議の効率化にとどまらず、得られた情報を充実し
た議論へとつなげ、議会情報を積極的に公開、内外に
わかりやすくすることによって、市民からの議会（運営）
への信頼度を高め、将来的に地域とのつながりが活性
化することを目指します。
　あわせて、災害情報の共有化及び情報伝達を迅速
化することによって、危機管理体制が強化され、非常
時における議会の対応力を高めます。

♦議会ＩＣＴ推進プロジェクト会議の議論が始まる
　令和２年３月、議会のＩＣＴ化の推進について、プロ
ジェクトチーム「議会ＩＣＴ推進プロジェクト会議」を組
織し、会派に所属する議員及び会派に所属しない議員
の中から委員８名を選任し、議会のＩＣＴ化に関する具
体策の検討について進めていくことを決定しています。

（設置目的）
　議会運営の活性化及び効率化を図るため、電子デー
タによる議会関連資料やその他の関係資料の共有、情
報の伝達・共有及びペーパーレス会議を実現するため
のツール（ハードとソフト）の導入と運用を検討します。

（位置づけ）
　議会運営委員会のもとに位置づけ、議会のＩＣＴ化に
関する具体策を審議します。その結果については、議会
運営委員会に報告・提案を行います。

ここんんににちちはは議会の
　中から 
議会の
　中から 
議会の
　中から 
議会の
　中から 
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▼
「
親
ガ
チ
ャ
」
ス
ラ
ン
グ
（
俗
語
）
を
見
か
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
「
親
ガ
チ
ャ
」
と
い
う
ス
ラ
ン
グ
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ゲ
ー
ム
な
ど
の
ガ
チ
ャ
に
か
こ
つ
け
て
、
望
ま
し
く
な

い
親
元
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
呪
っ
た
り
嘆
息
し
た
り
す

る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

▼
「
親
ガ
チ
ャ
」
を
ノ
リ
で
使
っ
て
い
る
う
ち
は
良
い

の
で
す
が
、「
親
ガ
チ
ャ
」
に
負
け
た
と
思
っ
て
し
ま
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
、
希
望
を
見
失
い
、
親
を
否
定
す
る

だ
け
で
な
く
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
自
分
自
身
を
否
定

し
て
い
く
よ
う
に
思
い
詰
め
ら
れ
て
し
ま
っ
て
は
困
り

ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
ど
う
も
ノ
リ
で
は
無
く
、
自
分

の
生
き
づ
ら
さ
を
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
し
ま
い

ま
す
。

▼
先
行
き
不
透
明
な
現
代
社
会
に
お
い
て
、
子
ど
も
た

ち
を
単
に
褒
め
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
さ
そ
う

で
す
。
豊
か
な
人
間
関
係
の
中
で
子
ど
も
た
ち
が
認
め

ら
れ
て
育
つ
こ
と
に
カ
ギ
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

本
市
の
取
り
組
み
に
注
目
で
す
。

　
（
委
員　

渋
谷　

正
文
）

編
集
後
記
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